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(57)【要約】
【課題】シール剤の流入を防止するとともに、電波の遮
断が図られるシャーシと、ローノイズブロックダウンコ
ンバータとを提供する。
【解決手段】ＬＮＢ１では、シャーシ３の内部に回路基
板７が配設されている。シャーシ３は、シャーシ本体５
とカバー１３により構成される。シャーシ本体５は有底
とされ、底部５ａとシャーシ本体側壁部５ｂとを有し、
カバー１３は、シャーシ本体５内を覆うカバー本体１３
ａとカバー側壁部１３ｂとを有している。シャーシ本体
側壁部５ｂには、カバー側壁部１３ｂの下端部を受入れ
る溝状のカバー受け部１５が外周に沿って形成されてい
る。カバー受け部１５には、カバー側壁部１３ｂの下端
部を受入れた状態でシール剤６が塗布されている。シャ
ーシ本体側壁部５ｂの内壁面には、流入したシール剤６
を受けるシール剤受け部１６が設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の回路基板部が配設される有底のシャーシ本体と、
　前記シャーシ本体の上に取り付けられ、前記シャーシ本体の内部を覆うカバー部と、
　前記シャーシ本体と前記カバー部との隙間を充填するように、前記シャーシ本体の外壁
部分に塗布されて前記シャーシ本体内を密閉するシール剤と、
　前記シャーシ本体の内側に設けられ、前記シャーシ本体の内部に流入する前記シール剤
を捕えて前記シール剤が前記回路基板部に流れ込むのを阻止するポケット部と
を備えた、シャーシ。
【請求項２】
　前記カバー部は、
　前記シャーシ本体の内部を覆うカバー本体と、
　前記カバー本体の外周に沿って立設されたカバー側壁部と
を含み、
　前記シャーシ本体は、
　前記回路基板部が載置される底部と、
　前記底部の外周に沿って立設されたシャーシ本体側壁部と、
　前記シャーシ本体側壁部に形成され、前記カバー側壁部を下方から受けて前記カバー部
を支持し、前記シール剤が充填されるカバー受け部と
を含む、請求項１記載のシャーシ。
【請求項３】
　前記ポケット部は、前記シャーシ本体側壁部の内壁面に設けられ、前記シャーシ本体側
壁部の上端を越えて流れ込む前記シール剤を捕えるように上方に向かって開口したシール
剤受け部を含む、請求項２記載のシャーシ。
【請求項４】
　前記底部に載置される前記回路基板部を保持するフレーム部を備え、
　前記フレーム部は、前記シャーシ本体側壁部の内壁面と間隔を隔てて対向し、前記底部
に接触するフレーム側壁部を含み、
　前記ポケット部は、前記シャーシ本体側壁部と前記フレーム側壁部との隙間を含む、請
求項２または３に記載のシャーシ。
【請求項５】
　前記回路基板部と前記シャーシ本体側壁部との間に位置し、前記シャーシ本体側壁部と
で前記フレーム側壁部を挟み込むように前記底部に形成されたシャーシ本体隔壁部を備え
た、請求項４記載のシャーシ。
【請求項６】
　前記底部には、底面から所定の深さに掘り下げられて前記回路基板部が収容される凹部
が形成され、
　前記フレーム側壁部は前記底面に接触する、請求項４記載のシャーシ。
【請求項７】
　前記底部には、底面から所定の高さに盛り上げられて前記回路基板部が載置される盛り
上げ部が形成され、
　前記フレーム側壁部は前記底面に接触する、請求項４記載のシャーシ。
【請求項８】
　前記底部に載置される前記回路基板部を保持するフレーム部を備え、
　前記フレーム部は、前記シャーシ本体側壁部の内壁面と間隔を隔てて対向し、前記シー
ル剤受け部に受入れられるフレーム側壁部を含み、
　前記ポケット部は、前記シャーシ本体側壁部と前記フレーム側壁部との隙間を含む、請
求項３記載のシャーシ。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載のシャーシを備えたローノイズブロックダウンコンバー
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タであって、
　前記回路基板部として、衛星放送の信号を受信して処理する回路を含む回路基板部が前
記シャーシ本体に配設された、ローノイズブロックダウンコンバータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャーシおよびそれを備えたローノイズブロックダウンコンバータに関し、
特に、衛星放送受信機に用いられるシャーシと、そのようなシャーシを備えたローノイズ
ブロックダウンコンバータとに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ローノイズブロックダウンコンバータ（以下、「ＬＮＢ」と記す。）は、パラボラアン
テナ、レシーバなどとあわせて衛星放送用受信機の構成部品の一つとして一般に広く利用
されている。そのＬＮＢは、アルミニウムを主成分とするアルミダイカストのシャーシ本
体（以下、単に「シャーシ本体」と記す。）、回路基板、アルミダイカストのフレーム、
カバー、ホーンキャップおよびキャビネット等によって構成される。
【０００３】
　そのＬＮＢの構造について具体的に説明する。図６に示すように、ＬＮＢ１０１の回路
基板１０７の一方の表面には、衛星放送の信号を受信して処理するための所定の回路部品
１０９が搭載されている。また、回路基板１０７の一方の表面にはアースライン１０８ａ
が形成され、他方の表面にはアースパターン１０８ｂがそれぞれ形成されている。シャー
シ本体１０５は有底とされ、回路基板１０７は、アースパターン１０８ｂをシャーシ本体
１０５の底面に接触させるようにしてシャーシ本体１０５内に配設されている。回路基板
１０７の上方には、回路基板１０７を覆い、アースライン１０８ａに接触するようにアル
ミダイカストのフレーム１１１が配設されている。フレーム１１１および回路基板１０７
は、ビス（図示せず）などによってシャーシ本体１０５に固定されている。
【０００４】
　シャーシ本体１０５の上方には、シャーシ本体１０５に搭載された回路基板１０７等を
収容する空間を密閉するように、蓋としてカバー１１３が取り付けられている。カバー１
１３は、たとえばアルミニウムや鉄を主成分とする材料から形成されている。シャーシ本
体１０５の側面には、カバー１１３の下端部を受入れる溝状のカバー受け部１１５が外周
に沿って形成されている。シャーシ１０３内の気密を保持するために、カバー受け部１１
５にはカバー１１３の下端部を受入れた状態でシール剤１０６が塗布されている。シール
剤１０６として、たとえばシリコンを主成分としたものが適用される。従来のＬＮＢ１０
１は上記のように構成される。なお、ＬＮＢを開示した文献の例として、たとえば特許文
献１および特許文献２がある。
【特許文献１】特開平１１－２８９１７４号公報
【特許文献２】特開２００３－３７５１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のＬＮＢ１０１では次のような問題点があった。上述したように、
ＬＮＢ１０１では、シャーシ１０３内の気密を保つためにカバー受け部１１５にシール剤
１０６が塗布されている。ところが、このシール剤１０６が、カバー１１３の下端部とカ
バー受け部１１５との隙間から、たとえば毛細管現象によってカバー１１３の内側へ侵入
するおそれがあった。
【０００６】
　また、シャーシ本体１０５等の表面には大きさ０．１ｍｍ以下の凹凸が存在する。その
ため、シャーシ１０３の外部から内部へ不要な電波が入り込んだり、あるいは、シャーシ
１０３の内部から外部へ不要な電波が出て行くおそれがあった。
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【０００７】
　本発明は上記問題点を解決するためになされたものであり、その目的は、上記想定され
る不具合点の改善が図られるシャーシを提供することであり、他の目的は、そのようなシ
ャーシを備えたローノイズブロックダウンコンバータを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るシャーシは、有底のシャーシ本体とカバー部とシール剤とポケット部とを
備えている。有底のシャーシ本体には、所定の回路基板部が配設される。カバー部は、シ
ャーシ本体の上に取り付けられ、シャーシ本体の内部を覆う。シール剤は、シャーシ本体
とカバー部との隙間を充填するように、シャーシ本体の外壁部分に塗布されてシャーシ本
体内を密閉する。ポケット部は、シャーシ本体の内側に設けられ、シャーシ本体の内部に
流入するシール剤を捕えてシール剤が回路基板部に流れ込むのを阻止する。
【０００９】
　この構成によれば、シャーシ本体の内側にポケット部が設けらている。これにより、シ
ャーシ本体の外壁面に塗布されたシール剤が、カバー部とシャーシ本体との隙間から毛細
管現象によってシャーシ本体の内部に流入するようなことがっても、ポケット部に捉えら
れて、シャーシ本体の底へシール剤が流れ込むのを阻止することができる。その結果、シ
ール剤がシャーシ本体に配設される回路基板部の部分へ流れ込むことが防止されて、回路
基板部の電気性能に悪影響を与えるのを未然に防ぐことができる。
【００１０】
　より具体的には、カバー部は、シャーシ本体の内部を覆うカバー本体と、カバー本体の
外周に沿って立設されたカバー側壁部とを含み、シャーシ本体は、回路基板部が載置され
る底部と、底部の外周に沿って立設されたシャーシ本体側壁部と、シャーシ本体側壁部に
形成され、カバー側壁部を下方から受けてカバー部を支持し、シール剤が充填されるカバ
ー受け部とを含むことが好ましい。
【００１１】
　さらに、具体的には、ポケット部は、シャーシ本体側壁部の内壁面に設けられ、シャー
シ本体側壁部の上端を越えて流れ込むシール剤を捕えるように、上方に向かって開口した
シール剤受け部を含むことが好ましい。
【００１２】
　また、底部に載置される回路基板部を保持するフレーム部を備え、フレーム部は、シャ
ーシ本体側壁部の内壁面と間隔を隔てて対向し、底部に接触するフレーム側壁部を含み、
ポケット部は、シャーシ本体側壁部とフレーム側壁部との隙間を含むことが好ましい。
【００１３】
　この場合には、フレーム側壁部によって、シャーシ本体の外部から内部へ不要な電波が
入り込んで回路基板部に影響を及ぼしたり、あるいは、回路基板部からシャーシ本体の外
部へ不要な電波が出て行くことを抑制することができる。
【００１４】
　より確実に電波の出入りを防ぐには、回路基板部とシャーシ本体側壁部との間に位置し
、シャーシ本体側壁部とでフレーム側壁部を挟み込むように底部に形成されたシャーシ本
体隔壁部を備えていてもよい。また、底部には、底面から所定の深さに掘り下げられて回
路基板部が収容される凹部が形成され、フレーム側壁部は底面に接触するようにしてもよ
い。あるいは、底部には、底面から所定の高さに盛り上げられて回路基板部が載置される
盛り上げ部が形成され、フレーム側壁部は底面に接触するようにしてもよい。
【００１５】
　また、底部に載置される回路基板部を保持するフレーム部を備え、フレーム部は、シャ
ーシ本体側壁部の内壁面と間隔を隔てて対向し、シール剤受け部に受入れられるフレーム
側壁部を含み、ポケット部は、シャーシ本体側壁部とフレーム側壁部との隙間を含むこと
が好ましい。
【００１６】



(5) JP 2009-77211 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

　この場合にも、フレーム側壁部によって、シャーシ本体の外部から内部へ不要な電波が
入り込んで回路基板部に影響を及ぼしたり、あるいは、回路基板部からシャーシ本体の外
部へ不要な電波が出て行くことを抑制することができる。
【００１７】
　本発明に係るローノイズブロックダウンコンバータは、請求項１～８のいずれかに記載
のシャーシを備えたローノイズブロックダウンコンバータであって、回路基板部として、
衛星放送の信号を受信して処理する回路を含む回路基板部がシャーシ本体に配設されてい
る。
【００１８】
　この構成によれば、シール剤がシャーシ本体内に流れ込むことが防止されて、ローノイ
ズブロックダウンコンバータの電気性能に悪影響を与えるのを未然に防ぐことができる。
また、シャーシ本体の外部から内部へ不要な電波が入り込んで回路基板部に影響を及ぼし
たり、あるいは、回路基板部からシャーシ本体の外部へ不要な電波が出て行くことを抑制
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　実施の形態１
　実施の形態１に係るＬＮＢについて説明する。図１に示すように、ＬＮＢ１では、シャ
ーシ３の内部に、衛星放送の信号を受信する回路基板７が配設されている。シャーシ３は
、シャーシ本体５とカバー１３により構成される。シャーシ本体５は有底とされ、底部５
ａとシャーシ本体側壁部５ｂとを有している。シャーシ本体側壁部５ｂは、底部５ａの縁
に沿って立設されている。カバー１３は、シャーシ本体５内を覆うカバー本体１３ａと、
カバー側壁部１３ｂとを有し、たとえば、アルミニウムや鉄を主成分とする材料から形成
されている。カバー側壁部１３ｂは、カバー本体１３ａの縁に沿って立設されている。
【００２０】
　回路基板７の一方の表面には、衛星放送の信号を受信して処理するための所定の回路部
品９が搭載されている。また、回路基板７の一方の表面にはアースライン８ａが形成され
、他方の表面にはアースパターン８ｂがそれぞれ形成されている。回路基板７は、アース
パターン８ｂをシャーシ本体５の底部５ａに接触させるようにしてシャーシ本体５内に配
設されている。回路基板７の上方には、回路基板７を保持し、アースライン８ａに接触す
るようにアルミダイカストのフレーム１１が配設されている。フレーム１１および回路基
板７は、ビス（図示せず）などによってシャーシ本体５に固定されている。
【００２１】
　カバー１３は、底部５ａに搭載された回路基板７等を収容する空間を密閉するように、
シャーシ本体５の上方に取り付けられている。シャーシ本体側壁部５ｂには、カバー側壁
部１３ｂの下端部を受入れる溝状のカバー受け部１５が外周に沿って形成されている。シ
ャーシ３内の気密を保持するために、カバー受け部１５にはカバー側壁部１３ｂの下端部
を受入れた状態でシール剤６が塗布されている。シール剤６として、たとえばシリコンを
主成分としたものが適用される。本ＬＮＢ１では、そのシール剤６がシャーシ本体５内に
流入した場合に、その流入したシール剤６を捕えるポケット部としてのシール剤受け部１
６が、シャーシ本体側壁部５ｂの内壁面に設けられている。
【００２２】
　上述したＬＮＢ１によれば、シャーシ本体側壁部５ｂの内壁面にシール剤受け部１６が
形成されている、これにより、シール剤６をカバー受け部１５に充填する際に、シャーシ
本体側壁部５ｂの外壁面に塗布されたシール剤６が、カバー１３とカバー受け部１５との
隙間から毛細管現象によってシャーシ３の内部に流入し、その流入したシール剤６がシャ
ーシ本体５の上端を越えるようなことがあっても、シール剤受け部１６に捉えられて、シ
ャーシ本体の底へシール剤６が流れ込むのを阻止することができる。その結果、シール剤
６が、シャーシ本体５の底部５ａと回路基板７のアースパターン８ｂとの間に流れ込むこ
とが防止されて、ＬＮＢ１の電気性能に悪影響を与えるのを未然に防ぐことができる。
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【００２３】
　実施の形態２
　実施の形態２に係るＬＮＢについて説明する。図２に示すように、フレーム１１には、
フレーム１１がシャーシ本体５に取り付けられた状態で、シャーシ本体側壁部５ｂの内壁
面と間隔を隔てて対向するフレーム側壁部１２が設けられている。フレーム側壁部１２の
下端部はシャーシ本体５の底部５ａに接触する。また、シャーシ本体５の底部５ａには、
回路基板７とシャーシ本体側壁部５ｂとの間に位置し、シャーシ本体側壁部５ｂとでフレ
ーム側壁部１２を挟み込む態様でシャーシ本体隔壁部４が立設されている。このＬＮＢ１
では、シャーシ本体側壁部５ｂとフレーム側壁部１２との隙間が、シール剤６を捉えるポ
ケット部１７となる。なお、これ以外の構成について、前述した図１に示すＬＮＢと同様
の構成については、同一符号を付しその説明を省略する。
【００２４】
　上述したＬＮＢ１によれば、シャーシ本体側壁部５ｂとフレーム側壁部１２との隙間が
、シール剤６を捉えるポケット部１７となる。これにより、シール剤６をカバー受け部１
５に充填する際に、シャーシ本体側壁部５ｂの外壁面に塗布されたシール剤６が、カバー
１３とカバー受け部１５との隙間から毛細管現象によってシャーシ３の内部に流入し、そ
の流入したシール剤６がシャーシ本体５の上端を越えるようなことがあっても、ポケット
部１７に捉えられて、シャーシ本体５の底へシール剤６が流れ込むのを阻止することがで
きる。その結果、シール剤６が、シャーシ本体５の底部５ａと回路基板７のアースパター
ン８ｂとの間に流れ込むことが防止されて、ＬＮＢ１の電気性能に悪影響を与えるのを未
然に防ぐことができる。
【００２５】
　また、回路基板７の周囲がフレーム側壁部１２とシャーシ本体隔壁部４とによって囲ま
れている。これにより、シャーシ３の外部から内部へ不要な電波が入り込んで回路基板７
に影響を及ぼしたり、あるいは、回路基板７からシャーシ１０３の外部へ不要な電波が出
て行くことを抑制することができる。
【００２６】
　実施の形態３
　実施の形態３に係るＬＮＢについて説明する。図３に示すように、シャーシ本体５の底
部５ａには、底面から所定の深さに掘下げられた凹部５ｃが形成されている。回路基板７
は、その凹部５ｃに収容されている。フレーム１１には、フレーム１１がシャーシ本体５
に取り付けられた状態で、シャーシ本体側壁部５ｂの内壁面と間隔を隔てて対向するフレ
ーム側壁部１２が設けられている。フレーム側壁部１２の下端部はシャーシ本体５の底部
５ａの底面に接触する。シャーシ本体側壁部５ｂとフレーム側壁部１２との隙間が、シー
ル剤６を捉えるポケット部１７となる。なお、これ以外の構成について、前述した図２に
示すＬＮＢと同様の構成については、同一符号を付しその説明を省略する。
【００２７】
　上述したＬＮＢ１によれば、シャーシ本体側壁部５ｂとフレーム側壁部１２との隙間が
、シール剤６を捉えるポケット部１７となる。これにより、シール剤６をカバー受け部１
５に充填する際に、シャーシ本体側壁部５ｂの外壁面に塗布されたシール剤６が、カバー
１３とカバー受け部１５との隙間から毛細管現象によってシャーシ３の内部に流入し、そ
の流入したシール剤６がシャーシ本体５の上端を越えるようなことがあっても、ポケット
部１７に捉えられて、シャーシ本体５の底へシール剤６が流れ込むのを阻止することがで
きる。その結果、シール剤６が、シャーシ本体５の底部５ａと回路基板７のアースパター
ン８ｂとの間に流れ込むことが防止されて、ＬＮＢ１の電気性能に悪影響を与えるのを未
然に防ぐことができる。
【００２８】
　また、回路基板７がシャーシ本体５の底部５ａに埋め込まれるように配設され、また、
回路基板７の周囲がフレーム側壁部１２によって囲まれている。これにより、シャーシ３
の外部から内部へ不要な電波が入り込んで回路基板７に影響を及ぼしたり、あるいは、回
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路基板７からシャーシ１０３の外部へ不要な電波が出て行くことを抑制することができる
。
【００２９】
　実施の形態４
　実施の形態４に係るＬＮＢについて説明する。図４に示すように、シャーシ本体５の底
部５ａには、底面から所定の高さに盛り上げられた盛り上げ部５ｄが形成されている。回
路基板７は、その盛り上げ部５ｄに配設されている。フレーム１１には、フレーム１１が
シャーシ本体５に取り付けられた状態で、シャーシ本体側壁部５ｂの内壁面と間隔を隔て
て対向するフレーム側壁部１２が設けられている。そのフレーム側壁部１２は、回路基板
７および盛り上げ部８ｂと、シャーシ本体側壁部５ｂとを隔絶するように、シャーシ本体
５の底部５ａの底面に接触している。なお、これ以外の構成について、前述した図２に示
すＬＮＢと同様の構成については、同一符号を付しその説明を省略する。
【００３０】
　上述したＬＮＢ１によれば、シャーシ本体側壁部５ｂとフレーム側壁部１２との隙間が
、シール剤６を捉えるポケット部１７となる。これにより、シール剤６をカバー受け部１
５に充填する際に、シャーシ本体側壁部５ｂの外壁面に塗布されたシール剤６が、カバー
１３とカバー受け部１５との隙間から毛細管現象によってシャーシ３の内部に流入し、そ
の流入したシール剤６がシャーシ本体５の上端を越えるようなことがあっても、ポケット
部１７に捉えられて、シャーシ本体５の底へシール剤６が流れ込むのを阻止することがで
きる。しかも、回路基板７は、底面から所定の高さに盛り上げられた盛り上げ部５ｄに配
設されている。その結果、シール剤６が、シャーシ本体５の底部５ａと回路基板７のアー
スパターン８ｂとの間に流れ込むことが確実に防止されて、ＬＮＢ１の電気性能に悪影響
を与えるのを未然に防ぐことができる。
【００３１】
　また、回路基板７の周囲がフレーム側壁部１２によって囲まれている。これにより、シ
ャーシ３の外部から内部へ不要な電波が入り込んで回路基板７に影響を及ぼしたり、ある
いは、回路基板７からシャーシ１０３の外部へ不要な電波が出て行くことを抑制すること
ができる。
【００３２】
　実施の形態５
　実施の形態５に係るＬＮＢについて説明する。図５に示すように、シャーシ本体側壁部
５ｂの内壁面に、シール剤６を捕えるシール剤受け部１６が設けられている。フレーム１
１には、フレーム１１がシャーシ本体５に取り付けられた状態で、シャーシ本体側壁部５
ｂの内壁面と間隔を隔てて対向し、シール剤受け部１６に受入れられるフレーム側壁部１
２が設けられている。なお、これ以外の構成について、前述した図１に示すＬＮＢと同様
の構成については、同一符号を付しその説明を省略する。
【００３３】
　上述したＬＮＢ１によれば、シール剤受け部１６に受入れられたフレーム側壁部１２と
、シャーシ本体側壁部５ｂとの隙間が、シール剤６を捉える実質的なポケット部１７とな
る。これにより、シール剤６をカバー受け部１５に充填する際に、シャーシ本体側壁部５
ｂの外壁面に塗布されたシール剤６が、カバー１３とカバー受け部１５との隙間から毛細
管現象によってシャーシ３の内部に流入し、その流入したシール剤６がシャーシ本体５の
上端を越えるようなことがあっても、ポケット部１７に捉えられて、シャーシ本体５の底
へシール剤６が流れ込むのを阻止することができる。その結果、シール剤６が、シャーシ
本体５の底部５ａと回路基板７のアースパターン８ｂとの間に流れ込むことが防止されて
、ＬＮＢ１の電気性能に悪影響を与えるのを未然に防ぐことができる。
【００３４】
　なお、上述した各実施の形態では、ＬＮＢを例に挙げて説明したが、シャーシとしては
ＬＮＢ以外に、シャーシの外部から内部へ不要な電波が入り込むのを阻止することが要求
されたり、シャーシの外部へ不要な電波が出て行くことを抑制することが要求される電子
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【００３５】
　今回開示された実施の形態は例示であってこれに制限されるものではない。本発明は上
記で説明した範囲ではなく、特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意
味および範囲でのすべての変更が含まれることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施の形態１に係るＬＮＢの断面図である。
【図２】本発明の実施の形態２に係るＬＮＢの部分断面図である。
【図３】本発明の実施の形態３に係るＬＮＢの部分断面図である。
【図４】本発明の実施の形態４に係るＬＮＢの部分断面図である。
【図５】本発明の実施の形態５に係るＬＮＢの部分断面図である。
【図６】従来のＬＮＢの断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　ＬＮＢ、３　シャーシ、４　シャーシ本体側壁部、５　シャーシ本体、５ａ　シャ
ーシ本体底部、５ｂ　シャーシ本体側壁部、５ｃ　凹部、５ｄ　盛り上げ部、６　シール
剤、７　回路基板、８ａ　アースライン、８ｂ　アースパターン、９　回路基板部品、１
１　フレーム、１２　フレーム側壁部、１３　カバー、１３ａ　カバー本体、１３ｂ　カ
バー側壁部、１５　カバー受け部、１６　シール剤受け部、１７　ポケット部。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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